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両国東口クリニックは、両国駅から徒歩１分の痛風外来、 

糖尿病外来、CKD外来、透析施設などからなる施設です。 

常勤医師３名、循環器科、リウマチ科、泌尿器科の非常勤医師５名 

看護師４名、検査技師２名、管理栄養士２名、糖尿病療養指導士１名 

MDコンシェルジュ６名 

１日の外来患者数は約１００名、糖尿病指導１日4～６名程度 

そのほかにもCKD指導なども行っております。 



はじめに 

平成24年4月より糖尿病透析予防管理料が 

新設された。これは透析導入原疾患の第１位 

糖尿病性腎症の発症進展予防が目的である。 

当院では同年６月より看護指導を開始した。 

患者にアンケートを行い、指導後の意識や行動
の変化と血糖値、HbA1c値の変化より、指導の
有効性について検討した。 



方法 

・指導は診察までの待ち時間を利用 

・1回の指導は15分程度 

・処置室や診察室にて指導 

・資料を作成したものを iPadに入力して使用 

・2回目の指導が終了した時点でアンケートを実
施し、指導の受け入れ状況と効果について検討 

 

 



対象 

•HbA1c値：8.0％（NGSP）以上の
患者 ３１名(新患１名） 

•平均年齢：50.9±12.0歳 

•男性：27名 女性：4名 

 



アンケート 

・検査や病気について知らなかった情報を 

    得ることができたか 

・指導時間の妥当性 

・生活習慣の改善を行った項目 

・今後も継続して指導を受けたいか 



指導風景 





  



電子カルテの資料 



アンケート結果 ① 

・検査や病気について知らなかった情報や知識
を得ることが出来たか？の問いに対しては、
31名全員が出来たと回答 

 

・指導時間の長さに関する質問には、ほぼ全員
が15分程度が適当と回答 

 

・94％の患者が指導の継続を希望 



アンケート結果 ② 



食事改善項目
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HbA1c（NGSP）の変化① 
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運動を取り入れた患者のHbA1c変化 
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随時血糖値の変化 
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まとめ 

• 90％以上の患者が何らかの行動変化や意識をするように
なった 

• 約50％の患者でHbA1c値が低下した 

• 約80％の患者で随時血糖値が200mg/dl未満となった 

• 病歴や年齢、性別で指導効果に差が無かった 

    どの様なタイミングで指導を行っても効果は期待で
きると思われた 

指導効果には患者のモチベーションが大きく関与しており 

モチベーションを維持できるよう支援していく方法を個々の
患者に合わせて検討する必要があると思われた。 

        

        今後も管理継続できるか観察中です。 


